
自動車事故対策機構

運営

設置

一般財団法人広南会



概 要

広南病院

（西病棟30床・東病棟20床）

A

A

B

所在地

面 積

設 置

〒982-0012

4,695

宮城県仙台市太白区長町南4-20-6（広南病院隣接地）

独立行政法人自動車事故対策機構

運 営 一般財団法人 広南会 広南病院

開 設 平成元年７月

ベッド数 50床

建 物 延床面積5,032

鉄筋コンクリート造平屋建一部2階及び地階

㎡

㎡

東北療護センターB
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・ ・ ・ ・ ・

自動車事故による脳損傷または脊髄損傷によって、重度の後遺障害が残り、寝たきりの状態

にある被害者を抱えた家庭のご家族の精神的、肉体的および経済的な苦しみは極めて大きなも

のがあります。

こうしたご家族の負担の軽減を図ることにより、被害者援護の充実を期すため、独立行政法

人自動車事故対策機構の前身である自動車事故対策センターでは、脳損傷者には昭和54年８月

から、脊髄損傷者には昭和56年10月から介護料を支給してまいりました。

しかし、このような被害者を抱える家庭には、「病院側の都合で退院した」、「介護のため家庭

内の他のことがほとんどできない」、「介護に疲れた」、「家庭内がうまくいかない」等の事情を

有することが明らかになってきました。また、家族による介護の困難さは、ひいては家庭崩壊につ

ながる緊急問題として提起されました。

検討が行われた結果、こうした家庭問題を解決するとともに、十分な治療と看護を行う施設を

設置・運営することとし、昭和56年、第94回通常国会に自動車事故対策センター法の一部を改正

する法律案が提出され、同年６月、同法の一部改正が行われ、自動車事故による脳損傷の重度

後遺障害者を治療・看護するための療護施設の設置・運営がセンター業務に追加されました。

これにより、昭和59年２月、千葉市に全国第一番目の療護施設として「自動車事故対策センター

附属千葉療護センター」が開設され、良好な成果を上げてきました。

こうした業績が認められたことと東北地域における療護施設設置に対する強い要望に応えて、

全国第二番目の療護施設を仙台市に設置することとなり、平成元年７月「東北療護センター」が

開設されました。

　「東北療護センター」の運営は、既存の病院に委託する方式としており、脳神経外科を主体に

脳疾患の治療に永年の経験と優れた実績がある、一般財団法人広南会・広南病院へ運営を委託し

ています。

平成14年４月には20床の増床病棟が開設され、50床となりました。
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・ ・

東北療護センターは、・院患者の・ 会・ ・ の・ ・ ・ を追・しながら、・ ・ な治療と看護を行うこと

を目的とする脳損傷の重度後遺障害者・ ・の療護施設です。

・療護センターでは、・院患者のわ・かな・の回・の・をとらえ、・果的な治療と看護を行うため、

病龻の ・𠂇 りを・ ・ ・ にした・ン・・・・・・・を・り・ れ、・ ・ 的に・ できるようにしています。

さらに、・・・の・ ・、・ ・ ・、・龻等の・・ー・も十分に・ ・ され、全ての・・・・・・には・ 合・

療・・・を・えるとともに、・に重・な患者のために、・ ・ ・ 対策を・めた・ ・ 的な治療と看護を行

う体・になっています。

患者の回・に・けての・ ・ ・くりとして、・ ・ ・・・の・り・わりが・・られるように、・して、・ ・・

・ 動・・ ・ の・・・・を・ 立できるように、・・・ン・・ きの大きな・ 側に全ての・・・を・ 置してい

ます。患者の・ ・の・を・ した・ ・ の・ 充から、常に外・ ・ を・ ・ にし、・ ・ ・ ・・ ・ ができるよ

うに・・ー・・・・・ 地が設けられています。

看護は、・・ ・ ・ により常・・・・・・において看護・介・ 等を行う・ 全看護となっており、同・

看護が一人の患者を・ ・して・けつ・・・・・ー・・ー・ン・方式を・ ・しています。看護目・は、

患者の全身状態を・ ・し、・ ・ かつ・ ・ な・ 常・ ・ が・ご・る・ ・ の提・ を第一としています。この

ほか、・ ・龴 の行事として、・ ・・・・・・・ひな・りの期に・ ・ ・ ・合・ 等の・ ・ ・ ・
会を開・し、患者と家族の・ ・の・として・しんでいた・いています。

・の他、・を・ ・とした看護・タ・・は脳損傷の重度後遺障害者に対する・ ・ 的な看護・・ ・ の

・ ・ を目し、・会・・ ・ 会等へ・ 極的に・ 加しています。

また、平成14年４月から・ 期・ 院・ 度が・ ・ されたことから、・ ・の重度後遺障害者を・ け・れ、

患者の・ 状に応・た・ ・ な・ ・ 看護・ ・の ・ ・・・・・・等を実施しています。
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・ ン・ ・ ・ 病・ ・ ・ ・ ・

・ン・・・ ・・ー・・・

・ 要・ 療・ ・

・ ・ ・ ・ン・・ーター・ ・ ・ ・ ・ 置・・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 置・・ ・・・ン・・ーター・ ・ ・ ・ ・ 置・・

・ 度・ ・ ・ 療機・ を・ いた検・ 情

・ を・ に患者さんに・ ・ な治療と

・・・・を行っています。
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・ 護

・・・・・・・・・（・・・・・・）

・ ・ 療法・・ ・ 的・ ・ 動・・・ン・・ー・を ・ した・ー・・ン・等の・・・・・を行うことで、・ ・ した体の・み

を・ 正し、・・し・すい身体を目します。

また、・情・、・ ・ 内の・・・ー・によって患者の・ ・ ・ ・ を・ ・ し、・ 葉に・ 立って・ を・ ・ することに・げま

す。1・ー・4・ ・・年・６・ ・ 度の・・・・・を実・ します。

・・・・ ・動 ・ー・・ント・・・・・

・・運動・法

　「・ ・ 運動療法」は大・ ・ ・ 大・ の・ ・ ・ ・ ・ が開・ した治

療法で、・の・・・・・は「・・ン・・ンによる上・ 運動に

・・・の・ ・ ・ ・ を加えることによって・ 障害者の脳・ を ・

し脳を・ ・ ・ さ・る」というものです。・ ・ ・ を通して患者の

情動に・ きかけ、・・ン・・ン上での上・ 運動をは・め・の
身体・・・を・ ・ する・・・ー・によって、障害・苦・ に・ ・

人への機・ 回・ ・苦・ の軽減をみた治療法です。

・・・・・・・ー

　「・・・・セ・・ー」は2016年から・ 療護センターで実

施している療法です。動・・ ・大・ ・と・れ合うこ
とができます。動・の・ ・ ないし・さ・、あたたかい、・

わ・わの・ ・ り、・ ・ ・ れることで、・地よさ・・ びを・

・、・ ・ の ・、・ ・・・の回・ に・がると・ えます。
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・ンド・ッ・ー・

「・ン・・・・ー・」は・・・・・・を ・ して患者さ

んの・・ までを優しく・・・ー・する方法です。
好きな・ ・ を・ いて・ しん・後、良い・ りのする・・・

を・ にな・ま・て、・っくりと・んわりと・・・ー・を

します。・・・・・・ 果で・ ・ と・ ・ への・ 地よい ・

に・がります。

・・・・会 年・行事

月に４・回・・・の・ ・ による「・ ・ ・ 」を実施
しています。患者さんはタン・・ン・・ 等で、・・・

を・ ったり、一・ に・ ったりします。・・・・・ン
・ー・・ン・・・・・ー・等の・ 地よい・ りの・、
・ったりとした ・ が・れます。

・ ・ ・ ・ 会 ・ 会

・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・
・ 療護センターでは、・ ・龴 の行事に合わ・て・ン
・ー・等の・な・・ン・を行っています。
家族と一・に・ ・ ・ を・わいながら、・・ン・を・ し・

ことができます。



07

・ ・ ・ ・ ・ ー・ ・ ン

・・・法

・ ・ 療法部・ では、・・ ・ の状態を・ ・ し、・ 全に・ ・

したうえで、・ ・ ・ 動域運動、・ ・・立・ ・・ー・ン・等の・
な運動療法を通して自・ 的な運動を・ し、患者さんの・ ・ ・

を・ き出すように・めています。

・ 部外傷後・ ・ ・ ・障害の回・は・ 期・ 経・ した後に・

れる事もあるため、・ ・ 的介・ を・ ・ とし、患者さんの・ ・

・ を・ ・ さないように・めています。

・ 療護センターの神経構・ ・ 的・神経・ ・ ・ 的検・ の結果

を・ に、治療的・ ・ ・ 療法等を通・て・ 障害の改・ を・

しつつ、・ 動・ の・ ・ した身体の・ ・ を・ ・ するように・・

・ー・しています。

・・龶 法

・業療法部・ では、患者さんの状態に応・、さま・ま

な・ 業・ 動・・・・・・・を通・て、・ 常・ ・ を主
体的に・れるよう援・すると・に、身体機・の・・・

上を・す治療・・ を行っています。

・ ・ に・ 要な動・の・ ・ ・・ 事・行・・・ ・・・ ・・

・ ・ 等の動・の・ ・、・び・・ー・・・ ・ ・ 動を通して

対人・ ・・・ ・ ・ 行・ ・、・ ・ ・ ・、・ ・ ・・・ 会・の

・ 上と精神的な・ ・ を目し・・・・・・・を提・ して

いきます。

介・にあたっては、患者さん・ご家族の・ を・ 重す

ること、同・ ・ で・ 解しあえるように・・・・・ー

・・ンを図ることを重し・めています。

・・・・・法

・ ・ ・ ・ 療法部・ では、主に・ ・ 障害・・ ・・・ ・ 障害、

・ 脳機・ 障害等に対して、検・、・ ・、・・・・・ー・・

ンを行っています。

・ 解・ 度・・・等の・ ・ 検・ ・ ・ を・ ・ にしながら患者

さんの状態を・ ・ し、患者さんの状態に合わ・て・・・

・・ー・・ンを実施しています。

・に・ ・・・ ・ 障害に対する・・・・・ー・・ンの・ー

・は・ く、・ ・ ・ ・ 障害の患者さんの・ ・ ・ を・ ・ さ

・、・ 全・ に十分・ ・ したうえで、看護と・ に・ ・ へ

・・・ン・して行くように・めています。



NASVA
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◆入院患者の要件◆

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

入院申し込み等のお問い合わせ先

自力移動が不可能である。

自力摂食が不可能である。

屎尿失禁状態にある。

眼球はかろうじて物を追うこともあるが、認識はできない。

声を出しても、意味のある発言はまったく不可能である。

「 目を開け」「 手を握れ」というような簡単な命令にはかろうじて応ずることも

あるが、それ以上の意思の疎通は不可能である。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

入院患者の要件及び入院申込先は次のとおりです

①

②

③

④

⑤

⑥

東北療護センターホームページ

http://www.touhoku-ryougo.com/

・・・ （ 代）

・・・・・・・・・・・・・・
022-247-1171
東北療護センター医療ソーシャルワーカー
一般財団法人広南会広南病院

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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・ ・ 療護センター ・・59年月・・開・
運営・・
・・法人・団 ・・会
・・・・・・・・・・ン・ー
所在地
・・県・・市・・区・・3-30-1
・・・043-2-0061
ベッド数80床

・ ・ 療護センター 平成・年月・・開・
運営・・
・会・・法人・・財団・・会・部
・県・・会 ・ ・・ 会・ 病院
所在地
・県・市・区西・・2-8-35
・・・086-244-041
ベッド数50床

・ ・ 療護センター 平成13年７月・・開・

運営・・
・会・・法人・・会
・病院・・・・病院
所在地
・・県・・・・市・・町・・・630
・・・054-24-2233
ベッド数50床

・ ・ ・ ・ 病院・ ・ 病・  平成19年12月・・開・

所在地 ・・・ ・ 市・・区南1・西14・291 ・・・011-231-8555
ベッド数 12床

・ ・ ・ ・ 病院・ ・ 病・  平成19年12月・・開・

所在地 ・・県・・・市・・・町422 ・・・0942-35-3322
ベッド数 20床

・ ・ ・ ・ ・ 病院・ ・ 病・  平成25年月・・開・
所在地 ・ ・・・・ 市・・町16-1 ・・・025-32-5622
ベッド数 16床

・ 南東・ ・ 病院・ ・ 病・  平成28年・月・・開・

所在地 ・・・県 ・市西・・500 ・・・046-83-9111
ベッド数 12床

・ ・ ・ ・ ・ ・ 病院・ ・ 病・  平成30年月・・開・
所在地 ・・県・・市・・町・・・・1-98 ・・・0562-93-2111
ベッド数 10床

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 病院・ ・ 病・  平成31年月・・開・
所在地 ・・県・市市・町262-2 ・・・06-246-5600
ベッド数・床

・ ・ ・ ・ 病院・ ・ 病・  ・ ・年月・・開・
所在地 ・・県・市・・町2-6-5 ・・・089-913-0081
ベッド数・床

・ ・ ・ ・
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名 称 郵便番号 所 在 地 電話番号 F  A  X

本 部 130-0013 東京都墨田区錦糸3-2-1 アルカイースト 19F 03-5608-7560 03-5608-8610

札幌主管支所 060-0032 札幌市中央区北2条東12-98-42 北2条新川ビル8F 011-218-8155 011-218-8156

函館支所 041-0806 函館市美原1-18-10 函館東京海上日動ビル3F 0138-88-1007 0138-44-0555

釧路支所 085-0018 釧路市黒金町7-4-1 太平洋興発ビル2F 0154-32-7021 0154-32-7023

旭川支所 079-8442 旭川市流通団地2条4-32-1 旭川地区ト ラック研修センター2F 0166-40-0111 0166-40-0112

仙台主管支所 984-0015 仙台市若林区卸町5-8-3 宮城県ト ラック会館2F 022-204-9902 022-782-1825

福島支所 960-8031 福島市栄町7-33 福島ト ヨタビル8F 024-522-6626 024-522-6627

岩手支所 020-0871 盛岡市中ノ橋通1-4-22 中ノ橋106ビル5F 019-652-5101 019-652-5150

青森支所 030-0843 青森市大字浜田字豊田139-21 青森県交通会館3F 017-739-0551 017-739-0552

山形支所 990-0031 山形市十日町2-4-19 ハーモニー山形ビル2F 023-609-0500 023-615-6037

秋田支所 010-0962 秋田市八橋大畑2-12-53 秋田県自動車会館3F 018-863-5875 018-863-5864

新潟主管支所 950-0965 新潟市中央区新光町6-4 新潟県ト ラック総合会館2F 025-283-1141 025-283-1143

長野支所 381-8556 長野市南長地710-3 長野県ト ラック会館2F 026-480-0521 026-263-1570

石川支所 920-8213 金沢市直江東1-2 石川県自動車会館2F 076-239-3207 076-239-3208

富山支所 939-2708 富山市婦中町島本郷1-5 富山県ト ラック会館1F 076-421-1631 076-421-1637

東京主管支所 130-0013 墨田区錦糸1-2-1 アルカセント ラルビル8F 03-3621-9941 03-3621-9944

神奈川支所 222-0033 横浜市港北区新横浜2-11-1 神奈川県ト ラック総合会館3F 045-471-7401 045-471-7405

千葉支所 261-7125 千葉市美浜区中瀬2-6-1 ワールドビジネスガーデンマリブウエスト25F 043-350-1730 043-350-1731

埼玉支所 330-0062 さいたま市浦和区仲町3-12-6 Ｊ ・ Ｓ -1ビル6F 048-824-1945 048-824-1946

茨城支所 310-0026 水戸市泉町3-1-28 第2中央ビル4F 029-226-0591 029-226-0592

群馬支所 370-0006 高崎市問屋町4-5-4 高崎ト ラック会館2F 027-365-2770 027-365-2771

栃木支所 320-0065 宇都宮市駒生町1288-2 宇都宮ロイヤルコーポ1F 028-622-9001 028-622-9002

山梨支所 406-0034 笛吹市石和町唐柏1000-7 山梨県自動車総合会館3F 055-262-1088 055-262-1089

名古屋主管支所 460-0003 名古屋市中区錦1-18-22 名古屋ATビル8F 052-218-3017 052-218-3018

静岡支所 420-0837 静岡市葵区日出町1-2 TOKAI日出町ビル1F 054-687-3421 054-205-1617

岐阜支所 500-8842 岐阜市金町4-30 明治安田生命岐阜金町ビル7F 058-263-5128 058-263-0051

三重支所 510-0085 四日市市諏訪町4-5 四日市諏訪町ビル8F 059-350-5188 059-350-5189

福井支所 910-0005 福井市大手3-2-1 福井ビル6F 0776-22-6006 0776-22-6146

大阪主管支所 540-0028 大阪市中央区常盤町1-3-8 中央大通Ｆ Ｎビル10F 06-6942-2804 06-6942-2807

京都支所 612-8418 京都市伏見区竹田向代町51-5 京都自動車会館4F 075-694-5878 075-694-5875

兵庫支所 651-0083 神戸市中央区浜辺通5-1-14 神戸商工貿易センタービル11F 078-271-7601 078-271-7603

滋賀支所 524-0104 守山市木浜町2298-4 滋賀県ト ラック総合会館2F 077-585-8290 077-585-8291

奈良支所 630-8122 奈良市三条本町9-21 Ｊ Ｒ奈良伝宝ビル６ Ｆ 0742-32-5671 0742-32-5672

和歌山支所 640-8157 和歌山市八番丁11 日本生命和歌山八番丁ビル７ F 073-431-7337 073-431-8092

広島主管支所 733-0036 広島市西区観音新町2-4-25 第一菱興ビル1F 082-297-2255 082-297-2251

鳥取支所 680-0006 鳥取市丸山町219-1 鳥取県ト ラック協会研修センタービル2F 0857-24-0802 0857-24-0861

島根支所 690-0886 松江市母衣町55 松江商工会議所ビル7F 0852-25-4880 0852-25-4887

岡山支所 700-0941 岡山市北区青江1-22-33 岡山県ト ラック総合研修会館3F 086-232-7053 086-231-6742

山口支所 753-0814 山口市吉敷下東1-3-1 山陽ビル吉敷2F 083-924-5419 083-924-7614

高松主管支所 760-0066 高松市福岡町3-3-6 香川県ト ラック協会安全研修センタービル2F 087-851-6963 087-851-6962

徳島支所 770-0003 徳島市北田宮2-14-50 徳島県ト ラック会館2F 088-631-7799 088-631-7781

愛媛支所 791-1114 松山市井門町1081-1 愛媛県ト ラック総合サービスセンター1F 089-960-0102 089-960-0103

高知支所 781-8016 高知市南ノ丸町5-17 高知県ト ラック会館2F 088-831-1817 088-831-1824

福岡主管支所 812-0016 福岡市博多区博多駅南2-1-5 博多サンシティ ビル4F 092-451-7751 092-451-7753

佐賀支所 840-0816 佐賀市駅南本町6-4 佐賀中央第一生命ビルディ ング４ F 0952-29-9023 0952-29-9024

長崎支所 850-0033 長崎市万才町7-1 TBM長崎ビル11F 095-821-8853 095-821-8854

熊本支所 860-0806 熊本市中央区花畑町4-7 朝日新聞第一生命ビルディ ング6F 096-322-5229 096-322-5261

大分支所 870-0905 大分市向原西1-1-27 大分県ト ラック会館ビル3F 097-558-3155 097-558-3156

宮崎支所 880-0913 宮崎市恒久1-7-21 宮崎県ト ラック協会総合研修会館2F 0985-53-5385 0985-53-5396

鹿児島支所 890-0062 鹿児島市与次郎2-4-35 KSC鴨池5F 099-213-7250 099-213-7252

沖縄支所 900-0021 那覇市泉崎2-103-4 沖縄県ハイヤー・ タクシー協会3F 098-916-4860 098-835-4214

令和３年１月１日現在令和４年８月１日現在

370-0811 宇都宮市大通り2-1-5 明治安田生命宇都宮大通りビル2F 028-651-2701 028-651-2703

690-0007 松江市御手船場町553-6 松江駅前エスト ビル3F
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